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要 旨 

本稿は方向性移動動詞「来る」からなる「様態存在表現」と「様態所在表現」

の使用実態に関して現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）を通して考察し

た。考察の結果として、以下の 2 点を明らかにした。まず、様態存在表現のうち、

「L に＋NP が＋来ている」と「L から＋NP が＋来ている」の形式が多く使用され

るのに対し、様態所在表現は「NPが＋Lに＋来ている」の一形式にかなり偏る傾

向が明らかとなった。次に「来る」のガ格名詞句は有情物と無情物の両方を取る

ことができるが、様態存在表現「Lから＋NPが＋来ている」ではガ格名詞句に有

情物が現れる傾向にあるのに対し、様態所在表現「NPが＋Lに＋来ている」では

無情物が現れる傾向が見られる。「L から＋NP が＋来ている」においてガ格名詞

句に無情物が多く使用されるのは移動の対象と送り手（動作主）である L との一

体性が認められるためである。一方、様態所在表現「NPが＋Lに＋来ている」に

おいて、ガ格名詞句に有情物が多く使用される。これは有情物の名詞句は指示的

な名詞が多いため話題としてこの文型に入りやすい一方で、無情物の名詞句がこ

の文型に入るためには修飾語を用いる必要があるためだと考えられる。 

 

 

1. はじめに 

 

従来の所謂「存在文」は「L に＋NP が＋ある（あるいは「いる」）という文型で表
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す表現であり、その意味はあるところに物事が存在しているという意味である。この

文型の語順を変えると「NP が＋L に＋ある（あるいは「いる」）となり、物事がある

ところに存在しているという意味を表す。寺村秀夫（1982）や森山卓郎（1988）はこ

のような違いに注目して前者を「存在表現」、後者を「所在表現」と名付けている。 

本稿は先行研究の分析に基づき、方向性移動動詞「来る」の「テイル形」が移動の

起点を表すカラ格、着点を表すニ格、マデ格、方向を表すヘ格と共起する文型に関し

て、現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）を用いて調査することで、移動素

性と「来ている」との結びつきからなる存在表現及び所在表現に関する考察を試みる

ことにする。 

 

2. 先行研究 

 

 日本語の存在表現については、これまで数多くの研究（西山 1994，2003；金水 2002，

2006 等）がなされている。これらの諸研究の中で、張麟声（1990）は中国語の存在表

現に関する先行研究を体系づけた立場を受け継ぎ、中日両言語における存在表現の対

照研究を行っている。また、張（1990）はその示唆を受けて存在表現を単純存在と様

態存在、所在表現を単純所在と様態所在とに分けて扱っている。この考え方を日本語

の観点から見ると、述語の形式が単純な存在動詞「いる」「ある」なのか、それとも

動詞＋補助動詞「テイル／テアル」からなる存在型アスペクト形式なのかによって、

「単純存在表現」「様態存在表現」と「単純所在表現」「様態所在表現」に分けられる

と言える。そこで、以下では存在表現に関する先行研究について、この考え方に基づ

き「存在文」と「存在表現」といった二つの側面から概観する。 

 

2.1 存在文に関する先行研究 

西山（2003）において、最も重要視されているのは、場所表現を伴うか否かによっ

て大きく「場所表現を伴うタイプ」と「場所表現を伴わないタイプ」といった二種類

に分け、そのうち「場所表現を伴うタイプ」を更に 

 

(1) 場所・存在文  （例：机の上にバナナがある） 

(2) 所在文     （例：おかあさんは、台所にいる） 

(3) 所在コピュラ文 （例：おかあさんは、台所です） 

(4) 指定所在文   （例：その部屋にだれがいるの。…洋子がいるよ） 
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(5) 存現文     （例：おや、あんなところにリスがいるよ） 

（西山 2003：394） 

 

のように分類しているところである。 

また、金水（2006）は場所表現の有無に基づく西山（2003）の大分類を基本的に踏

襲し、物理的な空間と存在対象との結びつきを表す「空間的存在文（spatial existence 

sentence）」と特定の集合における要素の有無を表す「限量的存在文（quantificational 

existence sentence）」の区別、及び「いる」「ある」との対応関係を検討している。さら

に、ニ格名詞句と動詞との統語的関係に基づいて、存在動詞に次のような二つの類型

があることを取り上げている。 

 

(6)  二項存在動詞：場所名詞句が必須。場所名詞句の基本的な語順は、動詞の

直前と仮定する。 

(7)   一項存在動詞：場所名詞句は必ずしも要しない。場所名詞句の基本的な語

順は、主語より前。 

（金水 2006：16） 

 

すなわち、二項存在動詞構文においては、場所名詞句は主語とともに、動詞の項とし

て位置づけられるのに対し、一項存在動詞構文における場所名詞句は項ではなく、副

詞句として位置づけられる。 

 

2.2 存在表現に関する先行研究 

 一方、英語の場所格倒置構文に注目し、その分析を踏まえて日本語の場所格構文を

分析するいくつかの先行研究では、英語の場所格倒置構文は、日本語の「～ニハ～ガ

…テイル」という構文が相当すると指摘されている。中には、小野尚之（2005）のよ

うに、この日本語の構文を「場所格構文」と呼ぶ場合もある。また、英語と日本語の

倒置構文に共通する特性として、ニ格によって格表示される場所格が必須である点が

取り上げられる。小野（2005）では、場所格構文には、典型的に＜存在・出現＞を意

味する動詞が生起するのが普通であるが、それ以外の活動動詞1も用いられることが

 
1  それ以外の活動動詞は具体的に次のようなものがあげられる。a．存在動詞：いる，ある，立つ

b．方向性移動動詞：行く，来る，入る，出る c．出現動詞：現れる，消える d．接触動詞：触れ
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あると述べている。小野（2005）は、方向性の移動を表す動詞が場所格構文に生起す

る主要な動詞のタイプであると指摘しているに留まり、詳しい考察には至ってない。 

また、于康（2007）は先行研究の諸説を踏まえて、存在文と呼ばれる「いる」もし

くは「ある」を述語とするものと区別するために、小野（2005）が扱っている「L に

＋NPが＋Vている」構文を「存在構文」と呼び、さらに「存在構文」について次のよ

うに定義している。 

 

日本語の「存在構文」とは、ある場所にある物事が存在するという物事の存在

を情景描写として捉える文のことである。場所格が必須項としてニ格で表示さ

れ、なおかつ文頭に置かれ、また「いる」や「ある」以外の動詞を述語に取り、

「ている」または「れ・られている」または「てある」と共起するものでなけ

ればならない。 

              （于康 2007：2） 

 

さらに、于（2007）は「存在構文」を定義した上で、日本語の存在構文を次のよう

に四つのタイプに分けている。 

 

(8)  Lに＋NPが＋Vている 

(9)   Lに＋NPが＋Vれ・られている 

(10)  Lに＋NPが＋Vてある 

(11)  Lに＋NPが＋Vれ・られてある 

 

于（2007）では、この四つの形式にそれぞれにどんなタイプの動詞が入るか、動詞の

意味と構文の意味とのかかわりを考察している。この四種類のタイプに方向性移動動

詞が当てはまるのは「Lに＋NPが＋Vている」のみである。于（2007）は小野（2005）が

扱っている「Lに＋NPが＋Vている」構文の述語形式をさらに豊富に発展させ、存在

表現の研究に重要な示唆を示している。 

 

2.3 本稿の立場 

 
る，触る，付く e．支持動詞：持つ，保つ f．授与動詞：与える，やる，送る g．設置動詞：置く，

据え付ける。 
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本稿は「様態存在表現」と「様態所在表現」の基本文型「L に＋NP が＋V ている」

と「NPが＋Lに＋Vている」をもとに、方向性移動動詞「来る」が移動の起点を表す

カラ格、着点を表すニ格、マデ格、方向を表すヘ格と共起できることを考慮に入れ、

「様態存在表現」の文型を「L から＋NP が＋来ている」「L へ＋NP が＋来ている」「L

まで＋NPが＋来ている」、「様態所在表現」の文型を「NPが＋Lから＋来ている」「NP

が＋L へ＋来ている」「NP が＋L まで＋来ている」まで拡張させ、考察を行っていき

たい。 

 

3. 考察対象と調査方法 

 

3.1 考察対象 

 ここでは、以下の例文を考察対象とする。 

 

(12)  官邸の門には警官がきていて中に入るものを制止している。 

（小島直記『斬人斬馬剣』1993） 

(13) いま明国の使者が日本に来ています。 

（山岡荘八『豊臣秀吉』1987） 

(14) 昨夕、巡回の時間外に正門前にパトカーが来ているとの電話。 

（Yahoo!ブログ 2008） 

(15) 奥さんが私あてに電報が来ていると言っていたが。 

（トマス・エロイ・マルティネス著;旦敬介訳『サンタ・エビータ』1997） 

(16) 石焼き芋の軽トラが近所に来ていた。               （Yahoo!知恵袋 2005） 

(17) スイスから、女の子を養子にした女の方の手紙が来ています。 

（フランソワーズ・ドルト著;村上光彦訳『赤ちゃんこそがお母さんを作る』2002） 

 

以上の例文を観察すると、三つのことが分かる。まず一つ目は、本稿の考察対象とす

る動詞「来る」の主体は、以上の例文が示すように有情物と無情物の両方を取り得る

という点である。例えば、例文（12）と（13）は有情物の主体を取っているのに対し、

（14）～（17）は無情物の主体を取っている。二つ目は、一般的に移動動詞を考える

とき、移動の起点、経路と着点を表す場所名詞句は結びつきやすいと想定できる点が

ある。上記の例文が示すように、本稿の考察対象である「来る」が方向性移動動詞と

して、上記の例文が示すように移動の起点（「スイスから」）や着点（「官邸の門に」や
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「正門前に」など）を表す場所名詞句と共起している。三つ目は、語順の観点に関し

て、場所名詞句が動詞から離れて現れる場合と動詞の直前に現れる場合がある。たと

えば、例文（12）（14）（15）（17）における場所名詞句は動詞から離れているのに対

し、例文（13）（16）における場所名詞句は動詞の直前に置かれている。 

 

3.2 調査方法 

「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）コーパスアプリケーション「中納

言」を用いて調査を行う際の検索パターンは「Lに＋NPが＋来ている」となる。用例

採取の手順は次のとおりである。 

 

1． キーに語彙素の「来る」と指定し、「先方共起条件 1」のキーから 10 語以内

に品詞「大分類」の「名詞」、「先方共起条件 2」のキーから 9 語以内に「書

字形出現形」の「に」、キーから 2 語に品詞「大分類」の「名詞」を「先方

共起条件 3」、「先方共起条件 4」としてキーから 1 語に「書字形出現形」の

「が」と指定して検索をかける。 

2． 上記 1の検索方法と同様に「NPが＋Lに＋来ている」「Lから＋NPが＋来て

いる」「NPが＋Lから＋来ている」「Lへ＋NPが＋来ている」「NPが＋Lへ＋

来ている」「L まで＋NP が＋来ている」「NP が＋L まで＋来ている」のパタ

ーンを検索する。 

3． 「テイル」形以外に、「テオル」や「テイタ」などの形も考察対象とする。 

4． 「テイル」は大きく進行相と結果相とに分けられるが、本稿では進行相を考  

察対象から除外する。 

 

4. 調査結果と考察 

 

4.1 調査結果 

3.2節で示した方法で検索した結果、存在表現と所在表現の用例総数はそれぞれ 303

例、318 例がヒットした。そのうち、存在表現及び所在表現ではない用例を目視で取

り除き、方向性移動動詞「来る」からなる様態存在表現の四つのタイプは表 1 に示す

ようにそれぞれ 108例、86例、3例、9例となる。 
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表 1 「来る」からなる様態存在表現の形式と用例数 

形式 用例総数 存在を表す用例数 

Lに＋NPが＋来ている 174例 108例 

Lから＋NPが＋来ている 99例 86例 

Lへ＋NPが＋来ている 5例 3例 

Lまで＋NPが＋来ている 25例 9例 

 

また、方向性移動動詞「来る」からなる様態所在表現の四つのタイプは表 2 に示す

ようにそれぞれ 82例、14例、8例、43例となる。 

 

表 2 「来る」からなる様態所在表現の形式と用例数 

形式 用例総数 所在を表す用例数 

NPが＋Lに＋来ている 141例 82例 

NPが＋Lから＋来ている 56例 14例 

NPが＋Lへ＋来ている 9例 8例 

NPが＋Lまで＋来ている 112例 43例 

 

表 1 と表 2 を比べてみると、「来る」からなる様態存在表現は合わせて 206 例であ

り、そのうち、「L に＋NP が＋来ている」の形は 52.42%を占めており、「L から＋NP

が＋来ている」の形は 41.74%を占めており、様態存在表現の大部分がこの二つの文型

で現れていることが分かる。一方、「来る」からなる様態所在表現は合計 147 例であ

り、そのうち「NP が＋L に＋来ている」の形式が 55.78%を占めており、かなり偏っ

ている使用傾向が見られる。 

 

4.2 「来る」からなる様態存在表現について 

先行研究で触れたように、従来の場所格構文にしても様態存在表現にしても、取り

上げられる文型は「Lに＋NPが＋Vている」に限られる。しかし、本稿の考察対象で

ある方向性移動動詞「来る」は、着点を表示するニ格場所名詞句と共起するのみなら

ず、起点を表すカラ格や着点を表すマデ格とも高い頻度で共起している。そこで、動

詞や名詞の共起関係や文法関係を網羅的に表示することができるコーパスシステムで

ある NLB を使用し、動詞「来る」を検索すると、「名詞＋助詞」のパターンでニ格に

次いでカラ格とマデ格の頻度順が来ていることが分かる。 

今回の調査によると、様態存在表現では着点を表すニ格場所名詞句を伴う用例が多

く散見された。そこで、今回採取した 108 例の中で、ニ格と共起するガ格名詞句のう
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ち有情物のものと、無情物のものに分類したところ、有情物の例文が 108例のうち 48

例（44.44%）、無情物の例文が 60 例（55.56%）という結果が出た。以下はその用例の

一部である。 

 

(18) a. 外に桜子と良子が来ている。 

（西村寿行『ガラスの壁』1989） 

 b. 「ええ、でも、家に大勢親戚が来ていますし、その相手をしなくちゃいけ

ませんから」                    （赤川次郎『人形たちの椅子』1989） 

 (19) a. 空港には迎えの車が来ている。 

（小西良太郎『美空ひばり｢涙の河｣を越えて』2001） 

 b. オークションで話題のカネダ、シマモト系ですが、最近私のところにもメ

ールが来ていて気づきました。                       （Yahoo!知恵袋 2005） 

 

ガ格名詞句が無情物のものに他に「連絡」「報告」「注文」「返事」などの抽象物も数

多く取り上げられる。 

次に、起点を表すカラ格場所名詞句を伴う用例を観察する。今回採取した86例の中

で、カラ格と共起するガ格名詞が有情物である例文が 86例のうち 15例（17.44%）、無情

物である例文が 71 例（82.56%）という結果になり、無情物の方が「L から＋NP が＋

来ている」構文と共起しやすい傾向が見られる。以下はそれぞれの用例の一部を取り

上げる。 

 

(20) a. ミーとテルにラーメンを作ってあげる。ヒロは日本から友人が来ているか

らと言ってすぐに出かける。       （山中薫『そして、夢は海を越えた』1990） 

 b. 最近、支店から研修のため若い女性が来ています。彼が担当で教えていま

す。                              （Yahoo!知恵袋 2005） 

  c. 今ならメキシコからシャンシャンというメスのパンダが来ているのでパン

ダが2頭見られます。                       （Yahoo!知恵袋2005） 

(21) a. ローザンヌに着くと、パリのアルマンから手紙が来ていた。 

（種村季弘『ザッヘル=マゾッホの世界』2004） 

 b. 二十二歳で、大学に進学が決まっているのに、企業からオファーが来てる

の？すっごくえらい。                       （Yahoo!知恵袋 2005） 

95



『筑波日本語研究』第二十五号 筑波大学 人文社会科学研究科 日本語学研究室 2021 

 

  c. おたくの方は陸将補の志方防衛駐在官から公式なレポートが来ているはず

だから、あなたはよもやそれを否定されますまいが。     （国会会議録 1981） 

 

ガ格名詞が有情物である（20a-c）は主体の移動を表すのに対し、無情物である（21a-

c）は対象の移動を表している。森山（1988）では、対象の移動には視点が関与する

と指摘しており、さらに、「「来る」動作の視点は、ゴール側にあるので、移動物は、

もともとゴールになかったものとして、送り手（動作主＝主語）に連続している」

（森山 1988：195）と述べており、移動物と送り手（動作主＝主語）との連続性ないし

一体性を認めている。したがって、カラ格で表される「パリのアルマン」「企業」「防

衛駐在官」は移動の起点というより移動物と一体と見なされても良いのではないかと

考えられる。 

続いて、方向を表すヘ格場所名詞句を伴う用例を観察する。今回採取した 3 例の中

で、ヘ格と共起するガ格名詞が有情物の例文が 3例のうち 2例、無情物の例文が 1例

という結果になり、以下はその用例である。 

 

(22) a. 若旦那は、頭のところへ花魁が来てるときき、会いたいが今は叶いませ

ん。                                                                             （小島貞二『禁演落語』2002） 

 b. 人が来るといっていたし、小林京子のところへも秘書課長が来ていたよう

だ。                    （斎藤栄『少年探偵ジャーネ君の冒険』1987） 

(23)  「もっと人数を増やすように…」と、何度も長兵衛のところへさいそくが来

ている。                           （池波正太郎『侠客』1999） 

 

以上の例文におけるヘ格をニ格に置き換えると意味が変わらないため存在表現と見な

しても構わないだろう。 

最後に、着点を表すマデ格場所名詞句を伴う用例を観察してみよう。今回採取した

9 例の中で、マデ格と共起するガ格名詞が有情物である例文が 9 例のうち 2 例、無情

物である例文が 7例という結果になった。以下はその用例である。 

 

(24) a. 目の前に桃畑があり、百本もの若木が葉を繁らせていたが、その葉かげま

で浅野兵の斥候がきていたのである。しかも偶然ではあったが、浅野勢も

先鋒大将の亀田大隅みずからが偵察者になってここまで進出していた。 

（司馬遼太郎『城塞』2002） 
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 b. ダムができるまでは、三面集落までマス（サクラマス）が来てたな。アユ

も百匁の瀬まで。サケは下の三面ダムの今の船着き場のあたりに滝があっ

てそこまで来てた。                              （天野礼子『日本の名河川を歩く』2003） 

(25) a. 「そんなことお手のものさ、それより足もとまで水が来ているよ」「チャー

リー田宮は、さりげない云い方をしたが、賢治は背筋に冷たいものが走っ

た。                                                                                 （山崎豊子『二つの祖国』1983） 

 b. ボコボコという音がしているので直ぐそばまで水が来ているようですが、

どのようにしたらいいか教えてください。   （阿刀田高『空想列車』1992） 

 

表 1 と表 2 の調査結果を比べてみると、「L マデ＋NP が＋来ている」の用例数は

「NP が＋L マデ＋来ている」より少ない傾向が見られる。上記の例文を考察すると、

動詞の直前に現れるガ格名詞はほとんど指示的な名詞である。「NP が＋L マデ＋来て

いる」に出現するガ格名詞については次節で考察する。 

 

4.3 「来る」からなる様態所在表現について 

方向性移動動詞「来る」の様態所在表現「NPが＋Lに＋来ている」に関して、着点

を表すニ格場所名詞句を伴う用例は今回採取した 82 例であった。その中で、ニ格と

共起するガ格名詞句が有情物のものと、無情物のものに分類したところ、有情物の例

文が 82例のうち 66例（80.49%）、無情物の例文が 16例（19.51%）という結果が出た。

以下はその用例の一部である。 

 

(26) a.  ところがそういう彼女たちが石原裕次郎が店に来ているときだけはソワソ

ワしていたというのだから面白い。                （山本淳生『俺の裕次郎』1996） 

 b.  このように現在は宇宙人たちが数多く地球に来ているのです。私があなた

方に予言します。                                       （大川隆法『ユートピア創造論』1997） 

  c.  今日はお母さんがこちらに来ているので夕方落ち合って夕食を食べたりし

ました。                                                                                              （Yahoo!ブログ 2008） 

(27) a.  木曜日に横浜に移転作業をして、今日その荷物が横浜の新ビルに来ている

ようで、その開梱作業があります。                                      （Yahoo!ブログ 2008） 

 b.  倉石さんのところに、落成記念パーティーの招待状が来てたんだけど、ぱ

ぱのところにもきてるかな。                                  （藤田宜永『恋しい女』2004） 

   c. 石焼き芋の軽トラが近所に来ていた。                                   （Yahoo!知恵袋 2005） 
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以上の六つの例文を観察すると、「NP が＋L に＋来ている」において、ガ格名詞句の

有情物は指示的な名詞句が多い。それは無情物より多くの情報量が含まれ、話題とし

てこの文型に入りやすいためだと言える。一方、（27a-c）において無情物の名詞句は

全て修飾語が共起しているため、無情物の名詞句がこの文型に入るには制限があると

考えられる。 

次に、起点を表すカラ格場所名詞句を伴う用例を観察してみよう。今回採取した

14  例の中で、カラ格と共起するガ格名詞が有情物の例文が 14 例のうち 11 例

（78.57 %）、無情物の例文が 3 例（21.43%）という結果になり、以下はそれぞれの用例

の一部である。 

 

(28) a.  夜、ルームメイトに会って、私たち四人がたまたま四つの違う大学から来

ていることを知った。          

（蕭乾(著)/丸山昇(訳)/平石淑子(訳)『ある中国知識人の選択』1992） 

 b. 甥っ子が北海道から来ているので今日は朝食に御招待。 

（Yahoo!ブログ 2008） 

(29) 腹を立てていたのと考え事をしていたせいでパトかーが背後から来ている

のを知らずに走っていたらしい。                （紀和鏡『週刊朝日』2003） 

 

上記の例文と下記の例文（30）（31）を比較してみると、例文（30）（31）とは異なり、

カラ格で表される「私たち四人がたまたま四つの違う大学から来ている」「甥っ子が

北海道から来ている」「パトカーが背後から来ている」は文中において従属節として

働く傾向が見られる。 

 

(30)   最近、支店から研修のため若い女性が来ています。彼が担当で教えていま

す。                                      （再掲） 

(31)   二十二歳で、大学に進学が決まっているのに、企業からオファーが来てる

の？すっごくえらい。                              （再掲） 

 

続いては、方向を表すヘ格場所名詞句を伴う用例を観察する。今回採取した 8 例は

全てガ格名詞が有情物の例文であり、以下はその用例である。 
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(32) a. トモエも京都へはよく行くが、長いこと奈良へ来ていないという。 

（田辺聖子『ブス愚痴録』1992） 

 b. 雨上がり直後だったけど同じように待っていた人たちがゾロゾロと浜辺へ

来ていた。                            （Yahoo!ブログ 2008） 

 

以上の例文におけるヘ格をニ格に置き換えると意味が変わらないため所在表現と見な

しても良いと考える。 

最後に、着点を表すマデ格場所名詞句を伴う用例を観察する。今回採取した 43 例

の中で、マデ格と共起するガ格名詞が有情物の例文が 24 例、無情物の例文が 19 例で

あった。以下はその用例である。 

 

(33) a. 白衣を着たお医者さま、もうすぐそこまで来ていて…次の瞬間、あたしの

理性は、ぶっとんだ。                （新井素子『今はもういないあたしへ』1990） 

 b. このときすでに陸攻隊は、ポートモレスビーの手前まで来ていて、整然と

した密集隊形を組み終わり、爆撃進路に入っていた。 

（武田信行『最強撃墜王』2004） 

(34) a. タクシーは先ほどの位置からカーブまで半分くらいのところまで来ていた。 

  （小野一光『東京二重生活』1999） 

 b. 人間は出国をゆるされなかったが、商品の方は風波をこえてここまで来て

いるのである。                  （須藤功『写真でつづる宮本常一』2004） 

 

上記の例文を観察すると、「NP が＋L まで＋来ている」はガ格名詞に有情物、無情物

の両方で指示的な名詞句が多く、両者とも話題としてこの文型に入りやすい。一方、

「L マデ＋NP が＋来ている」においては、固有名詞の方がこの文型に入りやすいとい

う制限があると考える。 

 

5. おわりに 

 

本稿では、主に「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）を使用し、方向性

移動動詞「来る」からなる「様態存在表現」と「様態所在表現」の使用実態を考察し

た。「来る」からなる様態存在表現の四つのタイプのうち、「L に＋NP が＋来ている」

の形と「L から＋NP が＋来ている」の形が多く使用されるのに対し、「来る」からな
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る様態所在表現には「NP が＋L に＋来ている」の形式が 56.16%を占めており、かな

り偏った使用傾向が見られた。 

また、「来る」のガ格名詞句は有情物と無情物の両方を取ることができるが、ガ格

名詞が無情物の方が「L から＋NP が＋来ている」と共起しやすい傾向があると言える。

そのような傾向が見られる理由は移動の対象 NP と送り手である L との一体性が認め

られるためと捉えられる。一方、「NP が＋L に＋来ている」において、ガ格名詞句が

有情物の方が多く用いられる傾向が見られた。これは無情物より有情物の名詞句の方

が情報量が多く、話題としてこの文型に入りやすいためであり、一方で無情物の名詞

句には修飾語と共起させる必要があるためだと考えられる。 

本稿では、起点を表すカラ格と方向を表すヘ格を視野に入れているが、その成分が

必須項かどうかについての議論が不足している。また、同じ方向性移動動詞として

「行く」「落ちる」「出る」などが存在・所在を表す場合の使用実態や、特に「来る」と

「行く」が存在・所在を表す時の相違点などを検討する必要がある。いずれも今後の

課題とする。 
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